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事業所名 　　サンエツ工業株式会社

代表者名 　　代表取締役　　田中　敦司

事業所名、　所在地 〒319-0205 　　茨城県笠間市押辺2109番地11

環境管理責任者 　常務取締役　内桶　伸晴

環境改善実行委員長 　製造部部長　　鈴木　昌之

事務局長   機械課課長　  武藤　功次

電話・FAX番号 　TEL. 0299-45-7496  FAX. 0299-45-7542

代表メールアドレス kanri-ib@sanetsu-koryo.com

ホームページ https://sanetsu-kogyo.co.jp

事業内容 　　プラスチック部品製造業

◆事業規模
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１．組織の概要　

弊社は主に医療機器、照明機器、通信機器等のプラスチック精密部品を試作品から量産品まで一貫生産

しております。加工内容は、マシニングセンター、複合旋盤・汎用旋盤、 注型加工、射出成形、部品組み

立て等、多様な加工方法で対応しております。

期　間
2013年10月

～2014年9月

2014年10月

～2015年9月

2015年10月

～2016年9月

2016年10月

～2017年9月

2017年10月

～2018年9月

従業員数　（人） 59 59 79 84 95

床面積（㎡） 1,248 1,248 1,248 3,337 3,337

期　間
2018年10月

～2019年9月

2019年10月

～2020年9月

2020年10月

～2021年9月

2021年10月

～2022年9月

2022年10月

～2023年9月

従業員数　（人） 95 103 104 121 166

床面積（㎡） 3,337 3,337 3,337 5,751 5,751

機械課 自動旋盤 塗装ブース

mailto:kanri-ib@sanetsu-koryo.com
https://sanetsu-kogyo.co.jp/


内部監査チーム
内部監査員

・ 環境経営に関する統括責任

・ 環境経営方針の策定、見直し、従業員への周知

・ 環境管理の実施及び管理に必要な資源を提供

・ 環境管理責任者を任命

・ 代表者による全体の評価と見直し実施

・ 経営における課題とチャンスの明確化

・ 環境経営システムの構築、管理

・ 環境経営方針に基づく環境経営目標、活動経営計画承認

・ 各委員会月次報告書承認、評価

・ 環境活動の取組結果の代表者への報告

・ 内部監査員の選任

・ 各委員会年次活動計画書・月次報告書作成指示、提出推進及び回収し、

各部署の確認後、環境管理責任者へ提出

・ 環境経営活動に係る文書作成（環境経営レポート作成）

・ 従業員に対する教育訓練の実施　（全体朝礼等）

・ 問題点の是正

・ 予防処置に対する指示と改善や見直しに必要な処置

・ 環境関連法規取り纏め

※ 各委員会委員長と ・ 関連法規の更新、追加等調査

事務局で構成 ・ 従業員への周知、教育

・ 全従業員を以下の６委員会に配置し、全員で環境活動に取り組む

・ 年１回活動目標・計画を策定

・ 毎月委員会を開催、月次レポート作成

・ 内部監査計画、手順の策定

・ 年１回内部監査実施

① 省エネルギー ・電気使用量削減

② 省資源 ・紙資源、ガソリン・軽油（化石燃料）削減

③ グリーン購入 ・グリーン購入率向上

④ 水資源 ・節水

⑤ 化学物質

⑥ 廃棄物 ・廃棄物削減

・社内で使用する化学物質製品の管理、ＳＤＳ管理

実行項目

使用量計測、廃棄物分別・分類ﾎﾟｽﾀｰ作成

ﾃﾞﾏﾝﾄﾞ管理、消灯

使用量集計、使途調査

購入点数集計、啓蒙ﾎﾟｽﾀｰ、呼びかけ

使用量集計、啓蒙ﾎﾟｽﾀｰ作成・掲示

購入量・保管量集計

委員会 委員会

化学物質

遵法委員会

責任　及び　権限

遵法委員会

役割　（職位）

事務局

廃棄物

代表者
代表取締役

環境管理責任者

事務局

2. EA21環境活動体系図

内部監査員

省エネル
ギー委員会
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環境改善

代表者

環境管理責任者

委員会名 活　動　目　標

実行委員会

省資源 グリーン購入 水資源

委員会 委員会 委員会

環境改善実行委員会
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　　環境改善に取り組むことを宣言します。

SDGs（持続可能な開発目標）を具体化するための施策（EA21）を実践します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2022年  4月１日改定

取り組みを実行し、継続的に環境負荷の削減に努めます。

委員会を設置し、委員会毎に制定した活動目標、活動計画に基づいて環境保全への

4

３.     環　境　経　営　方　針

　　当社はプラスチック関連製造事業を行っており、その業務遂行過程において

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2018年12月１日改定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2020年10月１日改定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2005年10月1日制定

環境に関する法令や条例、その他規制を受ける事項を周知徹底し遵守いたします。

事業活動全領域で、二酸化炭素排出量、廃棄物排出量、資源（紙類）使用量、

水使用量、化学物質使用量、グリーン購入率を把握し、使用量の削減に努めます。

            サンエツ工業株式会社

　　発生する地球環境保全に影響を与える諸課題に対し、全従業員一丸となって

代表取締役 田中 敦司

実 行 課 題



４．環境経営目標　及び　実績

   2022年度（2022年10月～2023年9月）　実績　（各部門の実績を示す） 来　期 中　期 長　期

上段：　目標 合計

下段：　実績 評価

二酸化炭素排出量目標 331,627 353,273 684,900

二酸化炭素排出量実績 360,848 384,807 745,655

達成率 92% 92% 92%

評価 × × ×

二酸化炭素排出量目標 315,964 336,303 652,267

二酸化炭素排出量 実績 345,905 368,562 714,467

目標（kWh） 668,000 711,000 1,379,000

実績(kWh) 731,300 779,200 1,510,500

達成率 91% 91% 91%

評価 × × ×

二酸化炭素排出量目標 5,965 6,761 12,725

二酸化炭素排出量実績 4,223 3,846 8,069

目標（ℓ） 2,571 2,914 5,485

実績（ℓ） 1,820 1,658 3,478

達成率 141% 176% 158%

評価（99％以上） 〇 〇 〇

二酸化炭素排出量目標 9,698 10,210 19,908

二酸化炭素排出量実績 10,719 12,400 23,119

目標（ℓ） 3,702 3,897 7,598

実績（ℓ） 4,155 4,806 8,961

達成率（99％以上） 89% 81% 85%

評価 × × ×

目標（枚数） 215,709

実績値（枚数） 226,445

達成率 95%

評価（99％以上） ×

年≦
211,416

枚

紙の使用量
管理と削減

A4コピー用紙
 使用枚数

年≦215,709
枚 ×

年≦
213,552

枚

年≦
211,417

枚

3
省資源
委員会

化石燃料
削減：ｶﾞｿﾘﾝ

ｶﾞｿﾘﾝ使用量
排出係数：2.32ｋｇ-CO2/L

化石燃料
削減：軽油

軽油使用量
排出係数：2.58kg-CO2/L

年≦19,410
 (kg-CO2)

年≦19,410
 (kg-CO2)

年≦19,410
 (kg-CO2)

年≦7,598
ℓ

年≦7,523
ℓ

年≦7,523
ℓ

年≦7,523
ℓ

年≦12,598
 (kg-CO2)

年≦12,472
 (kg-CO2)

年≦12,347
 (kg-CO2)

年≦5,485
ℓ

年≦5,430
ℓ

年≦5,376
ℓ

年≦5,322
ℓ

年≦12,725
 (kg-CO2)

〇

年≦19,908
 (kg-CO2)

×

2023年度
目標

×

年≦
645,744

(kg-CO2)

年≦
639,287

(kg-CO2)

年≦
632,894

(kg-CO2)

年≦1,379,000
kWh

年≦
1,365,210

kWh

年≦
1,351,558

kWh

年≦
1,338,042

kWh

年≦605,355
 (kg-CO2) ×

年≦
599,301

 (kg-CO2)

年≦
593,308

 (kg-CO2)

年≦
593,315

 (kg-CO2)

2024年度
目標

2025年度
目標

上半期
評価

下半期
評価

達成
結果No. 活動組織名 活動項目 管理内容

2022年度
目　標

1
SAN-EA21

事務局
二酸化炭素
排出量削減

消費電力、化石燃料排出量
CO2換算

215,709

226,445

×

2
省エネルギー

委員会
消費電力量

削減
消費電力量

排出係数：0.473kg-CO2/kWh

年≦652,267
(kg-CO2)

55



４．環境経営目標　及び　実績

   2022年度（2022年10月～2023年9月）　実績　（各部門の実績を示す） 来　期 中　期 長　期

上段：　目標 合計

下段：　実績 評価

2023年度
目標

2024年度
目標

2025年度
目標

上半期
評価

下半期
評価

達成
結果No. 活動組織名 活動項目 管理内容

2022年度
目　標

目標（枚数） 25,524

実績（枚数） 72,139

達成率 35%

評価（99％以上） ×

実績（％） 100 100 100

評価 〇 〇 〇

実績/日(㎥） 7.38 3.57 5.47

評価 × × ×

実績(kg) 18 16 17

評価 〇 〇 〇

実績(kg) 5.0 3.2 4.1

評価 〇 〇 〇

実績(kg) 228 270 249

評価 × × ×

実績(kg) 5,350 5,660 5,505

評価 × × ×

有価実績 実績(kg） 245 148 393

有価比（％） 3.5 1.9 2.7

評価 〇 × ×

※電力の二酸化炭素排出係数：　2019年度実績　㈱シナジアパワー0.473(kg-CO2/kWh)/基準値は5年間適用（2020年度～2025年度）

※水使用量基準：稼働日　上半期１２３日、下半期１２２日 2022年度目標値＝2021年度実績-1％

【目標の達成状況について】 中期目標値＝2022年度目標値-1％ 長期目標値＝中期目標値-1％

二酸化炭素排出量

紙使用量

グリーン購入率向上

水使用量

一般廃棄物排出量

廃プラ排出量

A3が283%上昇という厳しい状況で、原因も廃棄用や受注増による図面印刷が増えただけでは納得できる増加数ではない。複合機の管理体制見直しにより今期はさらに原因の検証ができる管理体制を構築する

グリーン購入の推進により目標を達成した。また、ポスターを作成し活動PRを行ったことで社内全体の意識向上につながった。

人数の増加は浄化槽の清掃回数にも影響が大きい。浄化増清掃の回数が増えると水使用量が増える。

従業員の大幅な増加により、一般廃棄物が増えてしまい目標を達成することが出来なかった。

有価比については、達成する事ができたが、廃プラ排出量については、各課増産により目標を達成することが出来なかった。

月≦3.37% 月≦3.34% 月≦3.31%有価(ﾘｻｲｸﾙ率)=
(1-排出量/廃棄物量)

電気使用量が目標値を大きく上回り目標値をオーバーした。Ｓ６棟、Ｓ７棟増築による設備と電気設備、人員の増加が背景にある。

月≦7
kg

電気使用量 受注の増産や建屋及び設備の増設、夏場の猛暑による空調の使用や負荷がかかり、目標値を大幅に超えた結果、目標が未達になってしまった。

月≦169
kg

月≦167
kg

月≦165
kg

廃ﾌﾟﾗ削減 廃ﾌﾟﾗ廃棄量
月≦3,895

kg ×
月≦

3,856kg
月≦

3,817kg
月≦

3,779kg7
廃棄物
委員会

一般廃棄物
削減

一般廃棄物
廃棄量

月≦171
kg ×

有価比向上
（廃ﾌﾟﾗ比）

有価比3.4% ×

日≦3.15
㎥

日≦3.12
㎥

日≦3.09
㎥

6
化学物質
委員会

メチレン
保管量管理

ﾒﾁﾚﾝ保管量 月≦34 kg 〇
月≦34

kg

5
水資源
委員会

水使用量の
削減

水道水使用量　（稼働日）
日≦3.18　（1ヶ
月の稼働日）

㎥
×

月≦34
kg

月≦34
kg

ｴﾎﾟｷｼ硬化剤
HY956

保管量管理

ｴﾎﾟｷｼ硬化剤
保管量

月≦7 kg 〇
月≦7

kg
月≦7

kg

年≦24,766
枚

4
グリーン購入

委員会
グリーン

購入率向上

事務用品、消耗品
購入における

ｸﾞﾘｰﾝ購入対象品　購入率
月≧95% 〇 月≧94% 月≧93% 月≧92%

×

3
省資源
委員会

紙の使用量
管理と削減

A3コピー用紙
使用枚数

年≦25,524
枚 ×

年≦25,269
枚

年≦25,016
枚

25,524

72,139

66



委員
会名

主な
活動 活　動　項　目 取 組 結 果 評価 次年度への課題（計画）

月１回電気使用料金の発表
と各種省エネの呼びかけ

委員会の全体集会を月に１度行い、まずは委員
へ使用量と電気料金の周知を図った。その後、
各職場の朝礼で発表してもらい、合わせて省エ
ネの呼びかけも行った。各照明のスイッチ箇所に
節電促進物を掲示し、ポスターも掲示した。

〇

委員会の全体集会および、朝礼での呼びかけを継続
して行う。合わせて年間を通しての省エネ促進物の掲
示、社内だけでなく家庭での省エネも促進する情報を
発信していきたい。（継続）

エアー漏れ点検
コロナ前と同様、２か月に１度行った

〇
点検を継続していく。
２ヶ月に１回のペースで行う。（継続）

ﾃﾞﾏﾝﾄﾞｺﾝﾄﾛｰﾙ警報対応

警報対応を再開し、警報が鳴るたびに事務所に
いる者が管内放送を行う。契約電力量がオー
バーしそうなので各部署の省エネ委員がエアコン
の温度設定を上下させたり使用していない電気
を消して対応した。

△

引き続き警報対応を継続するが、来年５月にはＳ８棟
を増設するので。さらに消費電力が増加する。業務拡
大による増築なので新規従業員も膨大に増える予定
である。節電対策や設備の運用について、予測を交え
ながら新人教育を行い、それによって既存の社員もブ
ラッシュアップできる方策を策定する。

A4ｻｲｽﾞ・A3ｻｲｽﾞの用紙使用
量の削減

A3、A4ともに使用枚数は増えているが、特にA3
の使用量は受注量の増加とそれに伴い、281%も
増加している。図面出力が多くなったと思われ
る。また組立課の廃棄用を大量に印刷したことも
要因のひとつと考えられる。

×

紙の使用全般においてペーパーレス推進の呼びか
け。社内会議においては各会議室へ大型モニターの
導入もあることから、資料についてはモニターおよび各
自のPCによるモニター等を併用し、紙使用量削減の
推進を行っていきます。目標設定値の基準値の見直し
を行う。（継続）

化石燃料使用量管理
（ｶﾞｿﾘﾝ、軽油使用量管理
及び　削減）

業務拡大に伴いトラックの使用頻度が増え前年
度比としての削減目標を抑える事は困難であっ
た。また、受注製品サイズの大型化により、トラッ
クへの積込みサイズも限られることから日当たり
2便走となっていることも要因となる。

×

引き続き環境を考慮した低燃費走行を心掛るエコドラ
イブの推進と定期的な自動車のメンテナンスを行い現
状燃費の維持がきるように推進していきます。目標設
定値の基準値の見直しを行う。（継続）

節水を呼び掛けるポスター
の作成

各委員の節水監視・各水道にあるポスター張替
え実施（S８棟増築時も含む）

〇

節水監視継続・『水の大切さ』をアピールするポスター
作成　SDGS取り組みHP等々を参考に。　（継続）

水使用量の記録と目標値と
の比較

普段掃除する際に、水利用の際流しっぱなしにし
ないことへの節水呼びかけポスターを作成。全
体朝礼がなくなったので朝礼時の発表ができなく
なった。

〇

水使用量の記録と目標値との比較見直し（従業員増
の中での月別にて検証を行う）（継続）

ｸﾞﾘｰﾝ購入対象品購入推進
定期購入のアスクル購入品のグリーン購入率は
全月100％と目標達成しました。 ○

前年度に引き続きグリーン購入率の推進に努めます。
（継続）

エコ商品切替推奨及び社会
貢献
(ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙｷｬｯﾌﾟ回収)

社会貢献のペットボトルキャップ回収を再開する
予定 ×

年明けからペットボトルキャップ回収を再開し社会貢献
に結び付けたい。エコ商品の購入推進を呼びかけるポ
スター作成を実施致します。（継続）

社内で使用する化学物質の
リスト見直し

活動計画通り化学物質のリストを見直し、リスト
を一新。塗装ブースの情報も更新する。 ○

化学物質のリストは引き続き4月に行う。

メチレン、エポキシ硬化剤入
出庫管理

活動計画通り毎月メチレンとHY956(硬化剤)の入
出庫管理を行った。 ○

メチレンとHY(956)の入出庫管理は引き続き毎月行う。
増産計画がある為、今後受注量に合わせ目標値変を
更する可能性有。（継続）

マニフェスト管理（化学物質
廃棄時）

活動計画通り4月にマニフェスト管理にてメチレン
の処分を行った。 ○

引き続きマニフェスト管理にて処分を行う。（継続）

リスクアセスメント
の推進

各職場の作業環境ごとにリスクアセスメントの評
価を推進する予定であったが、実施する事が出
来なかった。 ×

来期ではリスクランクの高い物を優先的に、費用対効
果を考慮したリスク低減処置を実施していく。また安全
と法律に則り、会社全体での教育を行う。（継続）

廃棄プラスチックの分別

無価と有価（産廃とリサイクル対象品）の分別は
しっかりできたが、有価プラスチックの品種を増
やすことができず、有価比を上げることが出来な
かった。

○

有価比を上げるため、新規回収先の検討を含め活動
していく。有価品種が増えた際には、分別の徹底を指
導していく。有価引取り業者の開拓、引取り種類を増
やすことを目指す。（継続）

パージング量の削減

納期重視ではあるが、連続で同一材を使用する
生産を行うことができ、パージング量の削減でき
ている。

○

引き続き一材料を使用する製品を成形するような生産
計画を立てパージング量の削減に努める。（継続）

マニフェスト管理
産業廃棄物管理票交付等状況報告書の作成も
でき、きちんと管理されていた。 ○

引き続きマニュフェストの管理の徹底を継続する。（継
続）

一般廃棄物の分別
（生活一般ゴミとリサイクル
紙の分別）

新規従業員に対して、分別の徹底の説明が不十
分で、生活一般ゴミの中に個人の持ち込んだゴミ
が入ってたりすることが見受けられた。

×

委員全体で分別の徹底を促していき、分別に関するポ
スターを作るなど、活動していく。（継続）

廃油の削減

油に混ざった金属やプラスチックの切子を定期
的に取り除き、作動油の交換を少なくし、廃油の
削減をすることができた。 ○

引き続き定期的な清掃を実施し、廃油の削減に努め
る。（継続）
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NO 環境関連法規 対　象 対応事項
更新日
評価日

評価
結果

担当者

1 化学薬品 取扱化学薬品一覧作成・更新 2023/4/27 〇 化学物質副委員長 

2
消防用設備等点検（年２回・うち１回３月
は消防署へ届出）

2023/9/28 〇 防火管理者

3 消防訓練：社内自衛消防団編成 2023/12/1 〇 防火管理者

4 危険物貯蔵所 危険物貯蔵所設置 2023/1/25 〇 防火管理者

5
高圧ガス
保安法

窒素ガス
（成形機用）

窒素ｶﾞｽ保有量管理、規制の有無ﾁｪｯｸ 2023/4/27 〇 製造部部長 

6
水質汚濁
防止法

使用済廃液は認可を受けた廃棄物回収業者
に廃棄処分を依頼し、管理を徹底する

7
大気汚染
防止法

優先的に対策に取り組むべき物質（優先取
組物質）として挙げられた23種類にｼﾞｸﾛﾛﾒﾀ
ﾝが含まれる
使用済廃液は認可を受けた廃棄物回収業者
に廃棄処分を依頼し、ﾏﾆｭﾌｪｽﾄ管理を徹底す
る

〇

8 PRTR法
第1種指定化学物質排出状況把握、管理(当
社排出量は全て1t未満のため届出非該当)

9 騒音規制法
成形機、
ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ

笠間市宛特定施設設置届提出確認 2021/12/10 〇 事務局

10 振動規制法
成形機、
ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ

笠間市宛特定施設設置届提出確認 2021/12/10 〇 事務局　

11
廃棄物管理票(ﾏﾆｭﾌｪｽﾄ）の交付とＡ、Ｂ
２、Ｄ、Ｅ票の適正管理

2023/12/26 〇 廃棄物委員長　 

12 委託契約者の許可証等の有効期限確認 2023/12/26 〇 廃棄物委員長　 

13
１年間の廃棄物管理票交付等状況報告書を
茨城県へ提出（年１回）

2023/6/23 〇 廃棄物委員長　 

14
笠間市廃棄物の減量
及び処理に
関する条例

事業系廃棄物の減量及び処理　：　再生可
能物の分類による減量及び一般可燃物・産
業廃棄物を処分業者への完全委託により笠
間市の公的な処分場への排出ゼロ実施

2023/12/26 〇 廃棄物委員長　 

15 RoHS2規制 規制物質10種
新しい材料または薬品等を導入する際、SDS
及び非含有証明書等を取り寄せて把握する

2023/4/27 〇
環境改善実行委員長

16
労働安全
衛生法

労働災害防止
ＳＤＳ管理

社内安全衛生委員会運営、月１回の巡視と
委員会開催、巡視結果と是正を毎月公示
/SDSの管理と見直し（化学物質委員会活
動）

毎月安全衛生
委員会開催
化学物質委員
会活動

〇
衛生管理者

化学物質副委員長

17 浄化槽法 浄化槽
浄化槽保守点検　及び　浄化槽清掃実施
（４ｶ月に１度保守点検実施、専門業者へ委
託）

2023/11/24 〇 事務局

6.環境関連法規等の遵守状況確認　及び評価

8

非該当事項についても、関連がある事項については自主的に調査及び社内規制を遂行しております。

サンエツ工業株式会社において、環境関連法規への違反はありません。

2022年10月１日～2023年9月30日　外部からの苦情は一切ありませんでした。

●見直し期間　　2023年1月１日～2023年12月10日　　　●評価日　2023年12月27日

2023/4/27

廃棄物の処理及び
清掃に関する法律

会社設備全般

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ、
化学薬品

業務上排出される
廃棄物全般

18 フロン排出抑制法
フロン排出に
該当する機械・空
調設備

１．社内で使用している第一種特定製品のﾘ
ｽﾄｱｯﾌﾟ
２．設備の簡易・定期点検　及び　点検記
録の保存
３．機器整備時のフロン類充填　及び　回
収委託

2023/10/25 〇 製造部部長

消防法

組立課課長　兼
化学物質副委員長



７．代表者による全体評価と見直し結果
2023年エコアクション２１　マネジメントレビュー　議事録

１．廃棄物委員会　委員長　

（１）今年度目標　　　廃棄プラスチック量　月3,895kg以下　前年度年間実績46,740kgの1%減から算出

有価比3.4％　前年度平均実績 月2.4％から1％増

生活ごみ　月171kg   前年度実績 年2,050kgから1％減

リサイクル紙率　54.4％以上　前年度平均実績　月53.4％より1％増

（２）実績　　廃棄プラスチックは目標値に対し大幅に上回り未達。有価比は対象が現在はABS

のみなので、毎月発生しない分有価比が上がらず2.7%で未達。

生活ゴミ　上期　228kg、下期270kg、年間平均253kgで目標値を大幅に上回り未達。 

リサイクル紙率実績は上期50.7%、下期47.3%でいずれも目標に対し未達。

金属回収は金型の廃棄があったので上がった。

（３）今期の反省

①製造部は各課とも受注増、従業員増加により、廃棄プラスチック、生活ゴミが増えてしまい目標を

達成することができなかった。②現在はABSのみの引き取りとなっているが、他の引き取り種類を取り

業者はまだ見つけられていないが、７月末から成形課に租砕機を導入し廃棄プラスチックを廃棄する際

細かくできたので無価コンテナを回収する回数を減らすことができた。無価コンテナ１回の

回収配車料金1回25,000円の費用削減になっている。1回の積み込み量が500kg程度増えた。

（４）来期の目標

①委員会全体で廃棄プラスチック、一般廃棄物の削減を目標に活動していく。

②引き続き有価比向上のために新規回収業者を検討する。

③租砕機の使用を促し、無化コンテナの回収回数を減らすよう努力する。

【質疑応答】

・環境管理責任者/常務　租砕機を導入したこと、廃棄プラスチックを粉砕して無価の回収回数を

減らすことは成形課の中で情報共有できているか。

・石井　情報共有できている。廃棄の都度粉砕できている。

・常務　新しい社員が増えているので、廃棄物の分類の掲示・表示をもっと明確にして各個人が

容易に分別できるようにしたほしい。

・事務局（事務局）前回の審査でも指摘されたことだが、今回こそ目標値を売上ベースで売上の

上昇率に併せて設定しなおした方が良いのでは。

２．省資源委員会　委員長

（１）今年度目標　　紙使用量 A4コピー用紙　215,709枚以内、A3　25,524枚　化石燃料使用量　

化石燃料使用量は2022年度の使用量を管理基準100とし2023年度の使用量と比較、来期から設定値に

対して規準設定の規準化をはかる。

（２）実績　　　A4用紙　今年度226,445枚　前年比105％、A3用紙　今年度72,139枚　前年比283％

ガソリン　前年度5540.7ℓ　今年度3478.1ℓ　前年比95％　　軽油　前年度　7,675.1ℓ、

今年度8,960.8ℓ　168％

（３）結果

1.用紙使用量管理・・・・・・管理設定値の決定（来期、再設定の必要あり）

2.化石燃料使用量管理・・・・管理設定値の決定

１００（＋0.01/0）＝（売上α/傾向群となる月平均）*α1値として基準値100の設定ができた。

（４）考察

今期の反省点として、毎月の用紙使用記録が複合機の移動やメーカー改訂などがあり、毎月のデータが

追えなくなってしまった。

複合機の管理番号と設置している部署名を紐づけていたが、会社のレイアウト変更や部署移動をした際、

複合機も移動したところデータがなくなってしまったり部署名との紐づけが報告なく変更されていた。

機種もあった。そのため毎月の正確な使用枚数が今期は収集できなかった。

来期は毎月正確な記録を収集するように複合機毎に設置した記録用紙の管理を行なう。

【質疑応答】

・常務　A3用紙が2万から７万枚まで増えた理由はなぜか。
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・委員長　要因のひとつとしては組立課の「廃棄表示」の枚数が多かったこと、受注増加により

A３の備え付け図面も増え印刷枚数が増えたことが考えられる。ペーパーレスの一環としてノートＰＣ



の貸与数も増え、打ち合わせや社内連絡には紙を使用しなくなったが

生産工程ではまだ図面や指示書を印刷する必要があるので受注が増えると必然的に用紙も増えてしまう。

・事務局長　　A3の裏面使用率が出ていないので、次回は裏紙の使用率も調べてほしい。

３．水資源委員会　委員長　

（１）今年度目標　1日の水使用量3.18㎥

（２）実績　　　　年間で１月、５月が目標値をオーバーした。

原因として考えられるのは、１月は大掃除（外部のエアコン室外機や汚れた壁洗浄、洗車など）、

５月は廃棄プラスチックのコンテナから汚水が流れ出てきたため大型コンテナを洗浄したなど。

（３）考察　　　

従業員への意識づけとして、以前は全体朝礼があったから発表し節水を呼び掛けることができたが

今は全体朝礼がないので、できていない。今後従業員にタブレットが配布されれば、全体に向けて

節水の呼びかけや注意喚起ができるようになる。

従業員が増えているので、１日の使用目標値を上げてもいいのではないか。

【質疑応答】

・事務局　　水使用量が多かった月の要因としては、浄化槽清掃をして汚物を除去した後に水道から

水を何リューベも引き込んだため。

従業員人数が増加すると浄化槽の清掃回数も増え、その分水の使用量も増えている。

さらに補足すると、現在Ｓ８棟を建設しているが、工事中盤になると水を使用する工程がある。

事前に工事業者から情報を得て水資源委員会に対して情報共有する。

４．グリーン購入委員会　委員長

（１）今年度目標　グリーン購入率　95％

（２）実績　　　　定期購入のアスクルにおいてグリーン購入率は全月100％達成

　　　　　　　　　年３回ポスター作成によるＰＲ活動も目標通り実施することができた

（３）考察　　　今年度はＳＤＧｓのロゴマークをポスターへ組み込んだことで当委員会の

活動内容等がわかりやすく伝えることができた。

（４）今後の課題　コロナ渦で中断していたペットボトルキャップの回収と寄付の再開を検討している。

マスクとゴム手袋を着用し感染対策を施して行う。

【質疑応答】

・事務局　（補足）来年からは各部署で購入依頼する事務スタッフが文具、消耗品などの購入する際、

エコ商品かどうかを確認してチェックする購入依頼書にフォーマットを改良し、

グリーン購入率の算出を簡素化にする。

５．化学物質委員会　委員長　

（１）今年度目標　メチレンの入出庫管理　目標34kg、HY956入出庫管理　目標7kg

（２）実績　　メチレン、HY956　年間として目標値内で管理できた。

（３）考察　　①活動計画通り4月に化学物質リストの見直しを行った。

②活動計画通りメチレン、HY956の入出庫管理を行った。

③活動計画通り8月にマニフェスト管理にてメチレンの処分を行った。

④リスクアセスメントの評価について、今期は各職場の作業環境に合わせた評価を行う予定だったが

実施できなかった。

（４）今後の課題　　新しく入社した人への化学物質取り扱いの注意喚起として掲示物、ポスターや資料回覧により

周知していきたい

【質疑応答】

・事務局　４月に化学物質リストの見直しを行った際、新しい薬品などはあったか。
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・部長　　塗装ブースができ本格的に塗装作業が始まった中で、取り扱っている塗料や溶剤は化学物質に該当するはず。

新しい化学物質として登録されなければいけない。

・委員長　　塗料や溶剤を化学物質として認識していなかったわけではないが、リストとしては別扱いだと思っていた。

見直しと修正を行う。

・部長　　化学物質の取り扱いは法律に基づいて行わなければならない。

リスト見直しした際、各部署へ情報共有し法律に抵触しないよう教育を行いたい。

危険物倉庫の保管量についても法律に則って管理していくこと。

６．省エネルギー委員会　委員長

（１）今年度目標　10～6月　前年実績×20%-1%、7～9月　前年実績ー1％

　　　年間使用量　1,397MWh

         ※S6、S7棟、消費電力前年実績10月～6月は含まれていない

（２）実績　年間使用量　1,526.9MWh　　前年に比べ303.2MWh増（10％増）　

※委員会活動の実績　①月１回委員会開催　②今年度も省エネを呼び掛けるポスター作成、掲示

③デマンドコントロールへの対応、新たな設定値を決めて警報への対応④エアーもれ点検月１回

⑤設備導入時の省エネ設備検討を呼び掛け　⑥各職場のエアコンフィルター清掃を必ず行う。

（３）考察　年度前半は冬季を除けば大方目標値に近い消費電力量だったが目標達成には届かなかった。

年度後半の夏季には猛暑の影響もあり、S6棟・S7棟が完成してから過去最大の消費電力量を記録した。

契約電力が350kwから401kwに上がってしまったことも反省点だ。今後2022年度より消費電力を抑える

ために省エネに対する意識を今までより強くして行動していきたい。

１０年以上使用されている空調の入れ替えを推進していきたい。

毎月の集会を必ず行っている、家庭での節電の呼びかけを行っていきたい。

【質疑応答】

・事務局　　S６，S７を増築した分の電力使用量は目標値を算出する際の絶対的理由にはなっていない。

設備の規模や人員数はＳ１・Ｓ５棟の倍近くになっているのに、電気使用量の総量は20％程度の増量でとどまっている。

適正な目標値を算出するための対策は、具体的にどのような活動をしたか

委員長：コロナ禍では感染対策として換気を行うことを優先させたので、デマンドコントロールを作動していなかった。

コロナ対策が５類に移行されたのでデマンドコントロールによる管理を再開した。デマンドの目標値を適正に上げるため

機械稼働とデマンド数値及び外気温の測定を行った。

その結果、320KWから370KWへ変更した。

エアコンフィルターの清掃を定期的に行っているが、節電対策の一環として、省エネ委員会としても毎月必ず行うように

推進する。

各職場の空調設定温度管理について

　やはり設定値がかなり抑えられているので増築した後のデータを元に目標値を再設定していくことの

方が現実的な節電につながるだろう。設備と人が増えていく。

・内桶　　省エネルギー委員会は毎月委員会を開催し、各部署の省エネルギー委員がエアコン管理を

しっかり行っているので、確かに契約電力量は上がってしまったが、委員の活動のおかげでかなり

抑えられていると思う。この活動を引き続き継続してもらいたい。

設備について、成形機が油圧から電動式に交換したので消費電力もずいぶん抑えられるようになった。

引き続き設備入替のときには省エネタイプを選んでいってもらいたい。

・市園　　シナジアパワー側からの契約終了に伴い、東京電力エナジー＆パートナーズとの契約に

切り替えることができなかったため、最終救済処置としてパワーグリッドとの契約となった。

そのことにより契約電気料金が1.5倍以上に高騰したなかで節電対策を行ってきた。

ようやく今年の12月からエナジー＆パートナーズとの契約に切り替えることができたので、電気料金の

削減が期待できる。

【全体総括】

常務

各委員会委員長　活動お疲れ様です。　エコアクション21も組織として長く活動が継続できている。
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コロナ渦以降委員会が集まることが難しくなった中でも資料の回覧等、できることを推進し続けてくれた。

継続することが大きな力となっている。新しい社員への情報共有や教育を行ってほしい。

部長

今年も環境活動お疲れ様でした。品質と同様に環境活動は重要です。

持続可能な社会の実現、SDGsが目的であり、今の暮らしを維持しつつ

次世代の方々が安心して暮らせる社会を目指すことです。

業務を行う中で環境活動を持続するのは大変だと思いますが、自分たちができること、電気を

こまめに消す、水を出しっぱなしにせず節水する、使用したコピー用紙の裏面も使うなど、

日常のなかで個人個人が意識をもって活動してもらいたい。

事務局長

1年間の活動お疲れ様でした。コロナの規制が緩和されたので、各委員会活動を再開し、レポートは

毎月１回必ず作成、回覧、提出を業務の一環として行ってください。

遵法委員会委員長

お疲れ様でした。　エリアも広くなり、なかなかコミュニケーションをとりにくい中で、

わかりにくいとは思うが情報共有しながら多岐にわたって環境活動を継続していってください。

事務局

各委員長の皆さん、活動お疲れ様です。

なかなか各委員の方が他の活動をが見えないので、こういう場所で理解できてよかった.

人も増える、建屋も増える中大変だとはは思うけど委員会の中で自分のやるべきことを行っていって

ください。年明け　更新審査があると思いますのでご協力をお願い致します。

委員長

環境に関しての各委員会の取り組みは、会社の信用度、ブランド力にもつながります。

管理部でも環境活動を広報的に広くアピールしてもらえればと思います。目標の設定については

簡単にクリアできる目標ではなく実態に基づいたきちんとした目標設定をしていきましょう。

【代表者による見直し】

社長総評

・環境経営方針　　　　変更なし・継続する

・環境経営目標と計画　目標数値は新年度向けに更新した。活動項目は変更なし、継続する

・実施体制　　　　　　変更なし・継続する

１年前の中間審査時にはＳ６棟・Ｓ７棟増設に伴う設備拡充、人員増数による大きな変動があった中で、前年度データとの比
較が難しい中、委員会による環境活動を評価しました。Ｓ６棟、Ｓ７棟の増設は増産計画に基づいたもので、受注量が増大し
ました。Ｓ６棟、Ｓ７棟の増設は、既存棟の倍近い設備でありながら、実際の電気使用量は15～20％増程度でおさまりまし
た。Ｓ５棟増設時から壁の断熱材を厚くして天井を高くした効果が発揮されました。電気代の高騰により電気料金は上がりま
したが使用量が抑えられたので、設備投資した結果がすぐに出たことが良かった点です。
紙資源削減については従業員にタブレットを配布する計画があります。生産工程のマニュアルやお知らせなど、紙配布、掲
示ではなくタブレットで全員が確認できる体制を目指しています。これは紙の削減だけではなく、業務向上や従業員の福利厚
生が目的です。
来年４月中にＳ８棟を増設する予定です。それまではエネルギー消費量は変動を重ねていくので、Ｓ８棟が完成した後は一旦
落ち着いてデータ収集と目標値の再設定が可能になると思われます。
顧客からの要請で一貫生産体制の確立に向け、従業員増員、それに伴う従業員教育は必須のテーマとなります。社会人とし
て、弊社の社員としての一般教育、製造に関する専門教育、安全衛生教育、そして品質と環境に関する教育を行っていきま
す。
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